

























A Study on the Promotion of Social Participation and its Practices for Senior Citizens











　This paper is an analysis of the data from“Research on social participation and prompting participation for senior 
generation”(2012 Iwateken Chouju-Shakai Shinnkou Zaidan). Based on the problems of an ageing society, weakening 
neighborhood ties and a decreasing rate of social participation, this study explores the social participation of senior 
citizens in Iwate Prefecture. We examined the conditions of social participation, including the specifics of the region, 
expectations on social policies, individual expectations, in order to understand their social condition and their social 
participation. We conclude that a re-construction of relationships to community associations within age groups, 
structuring individual activity and group activity as possible solutions to this problem.          



















































































盛岡市 800 378 47.3
奥州市
江刺区 400 221 55.3
一関市 600 298 49.7
軽米町 200 98 49.0
九戸村 200 76 38.0
合計 2200 1071 48.7
55-64 65-74 75-
男性 48.5 36.7 14.8
女性 48.3 35.4 16.3
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55-64 6.0 29.6 33.5 8.5 21.5 1.0
65-74 10.6 31.7 28.6 6.5 21.6 1.0
75- 5.3 33.1 25.4 5.9 30.2 0.0



















男性 11.4 34.7 27.4 6.3 19.7 0.5
女性 3.3 26.7 34.0 8.4 26.3 1.2
不明 0.0 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0
7.6 30.9 30.4 47.4 22.9 0.8
N=1071

























































合、「54～64 歳」では 35.6％、「65～74 歳」では 42.3％、
























































































































女性は 20.6％と、その差は 2.7 ポイントであり、大き
な差は認められないが、「どちらかというと消極的」「消
極的に関わっている」を合わせ「消極的」とすると、

















































れも参加率が 2 割を超えている。 
年齢別の特徴をみると、いずれの団体活動にも参加

























男性 4.7 13.2 13.4 2.5 64.9 1.3
女性 3.1 17.5 18.1 2.8 58.2 0.4
不明 0 33.3 0 0 66.7 0



















55-64 1.5 11.8 11.8 1.7 72.1 1.0
65-74 4.9 16.9 18.4 3.9 55.1 0.8
75- 8.9 22.5 20.7 2.4 45.0 0.6
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男性 7.7 21.9 9.5 8.9 16.8 14.2 2.6 1.1 4.4 47.1 1.3
女性 19.1 22.8 6.1 6.5 7.7 7.1 4.7 2.2 2.2 51.8 1.0






















55-64 10.1 18.8 5.9 7.1 11.7 10.3 2.2 1.8 3.0 55 1.2
65-74 15.7 26.9 8.8 8.0 15.2 11.5 4.3 1.3 4.0 43.2 1.3
75- 16.0 22.7 12.3 9.8 8.6 11.0 6.1 1.8 3.1 45.4 0.6

























































































表 10 居住年数別地域活動への参加（％） 
 
表 11 近隣のつきあい別地域活動への参加（％） 
 
表 12 暮らし向き別地域活動への参加（％） 
 
表 13 くらしの満足度別地域活動への参加（％） 
 
 
表 14 活動意欲別地域活動への参加（％） 
 







































良い 50.3（15.0） 21.8 20.3（7.5） 62.4
まあ良い 50.7（10.3） 17.9 23.7（3.8） 58.3
普通 36.1（ 4.4） 18.2 19.0（3.3） 61.4
あまり良くない 32.4（ 8.0） 31.5 18.0（4.5） 64.5












5年未満 9.7（0.0） 58.1 3.2（0.0） 87.1
5-10年未満 23.1（0.0） 34.6 11.5（0.0） 69.2
10-20年未満 25.6（4.9） 34.1 11.0（3.7） 73.2
20-30年未満 28.7（2.8） 24.1 11.1（3.7） 73.1
30-40年未満 34.3（8.4） 21.7 19.9（5.4） 60.8










かなり親しい 70.7（23.0） 10.6 41.4（11.1） 44.7
まあ親しい 39.7（ 5.0） 16.2 18.8（ 3.0） 57.7
あまりつきあいない 7.5（ 0.0） 46.0 1.7（ 0.6） 86.2










ゆとりある 47.3（16.7） 15.0 25.0（8.3） 61.1
まあゆとりある 36.2（ 6.0） 31.1 12.9（1.7） 67.2
普通 41.3（ 6.5） 26.4 21.8（4.8） 57.2
少し苦しい 37.0（10.6） 37.3 19.4（3.2） 63.0










満足しえいる 54.0（16.1） 17.4 27.3（9.3） 57.1
まあ満足 40.1（ 6.9） 20.0 20.2（3.7） 58.5
あまり満足していない 30.2（ 3.8） 24.5 15.4（1.0） 68.8










極めて意欲的 54.0（15.0） 16.0 26.0（6.5） 56.5
まあ意欲的 42.5（ 7.0） 20.1 22.4（4.3） 59.0
まあ消極的 13.9（ 1.6） 32.1 5.9（1.1） 74.9











感じている 59.4（21.5） 17.4 27.7（11.8） 58.5
まあ感じている 49.5（ 7.7） 13.2 24.6（ 3.2） 55.0
あまり感じていない 23.0（ 1.3） 26.5 13.1（ 1.9） 66.1
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良い 50.3（15.0） 21.8 20.3（7.5） 62.
まあ良い 50.7（10.3） 17.9 23.7（3.8） 58.
普通 36.1（ 4.4） 18.2 19.0（3.3） 61.
あまり良くない 32.4（ 8.0） 31.5 18.0（4.5） 64.












5年未満 9.7（0.0） 58.1 3.2（0.0） 87.
5-10年未満 23.1（0.0） 34.6 1.5（0.0） 69.
10-20年未満 25.6（4.9） 34.1 1.0（3.7） 73.
20-30年未満 28.7（2.8） 24.1 .1（3.7） 73.
30-40年未満 4.3（8.4） 21.7 1 .9（5.4） 60.
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まあ親しい 39.7（ 5.0） 16.2 1 .8（ 3.0） 57.
あまりつきあいない 7.5（ 0.0） 46.0 1.7（ 0.6） 86.
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まあゆとりある 36.2（ 6.0） 3 .1 12.9（1.7） 67.
普通 41.3（ 6.5） 26.4 21.8（4.8） 57.
少し苦しい 37.0（10.6） 37.3 19.4（3.2） 63.
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まあ満足 40.1（ 6.9） 2 .0 20.2（3.7） 58.
あまり満足していない 30.2（ 3.8） 24.5 15.4（1.0） 68.










意欲的 54.0（15.0） 16.0 26.0（6.5） 56.5
欲的 42.5（ 7.0） 20.1 22.4（4.3） 59.0
極的 13.9（ 1.6） 32.1 5.9（1.1） 74.9
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活動意欲 △ △ ○ △ △
社会貢献意識 △ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
注）◎強い正比例相関　○やや弱い比例相関　●反比例の相関
高齢者の社会参加活動のあり方および参加促進に向けての考察
ジから活動が始まっていることが明らかになった。そ
れでも、55－64歳層では、活動を始めた時期が、「若
いころから」「結婚してから」が合わせて36％もあり、
後世代ほど参加・活動歴が長いことも分かった。この
ことをみても、実は仕事と生活と社会参加（活動）の
安定とバランスは、中高齢者だけではなく、まさに若
い時からの問題として、政策的にも、国民・県民の共
通した生活観としても強調されるべきなのである。
（３）ジェンダー問題
　調査結果からみると、社会参加活動では、参加動機・
理由も活動の種類も、男性は社会的役割・義務・貢献
など「社会」を強く意識したものになっており、それ
に対し、女性は、生活の充実や自己達成感を求めてい
るという対照的な構図が明らかになった。男女のこの
ような違いは、それ自体として尊重しなければならな
いが、他方では、こうした差異は、必ずしも自然なこ
とではなく、我々の社会では性別役割分業（ジェンダ
ー・ロール）が固定化していることの表れでもあると
いえる。したがって、ジェンダーの視点から、差異が
みられず高い参加率を示している「健康やスポーツ」
のように、男女がともに参加でき、男女の区別なく参
加できることが当たりまえであるという考え方や活動
を育成していくことも重要である。
（４）活動への参加の意識、価値の重要性
　要件の分析でみたように、「近隣の付き合い」と並
んで参加者の活動意欲（普段何事かをするときの姿
勢：意欲的に取り組むか）や社会貢献意識（自分は社
会の役に立っていると思うか）が社会参加活動に影響
をあたえていることが分かった。ここでみた活動につ
いて言えば、この活動意欲（モラール：morale）と
社会貢献意識も、意欲が高ければ社会貢献につながる
活動を積極的に行い、社会に貢献できていると思えば
意欲も高まるといったように相互関係にある。したが
って、社会参加活動においても、こうした参加者の意
識や意欲を高めるための政策的な取り組みが求められ
る。また他方では、自治会や老人クラブ、女性会など
地域の団体活動だけでなく、参加が任意的で多様な社
会活動についても、その社会的な役割や意義を確認し、
中高齢者だけでなく、社会全体として共有していくこ
とが重要といえる。
（５）活動のための条件整備
　活動を活発に行うための条件は多岐にわたって出さ
れている。「一緒に参加する仲間がいる」、「会費、受
講料などの経済的負担が少ない」、「時間的な融通がき
くこと」、「自分の家の近所で活動できる」、「活動のた
めの施設や場所が確保されていること」、「家族の理解
があること」などが、２割以上のひとが活動を活発に
行うための条件としてあげた理由である。いずれにし
ても、活動の条件としては、活動者の主体的要件（「技
術・技能が生かせる」）は大きくなく、いわゆる活動
の環境整備（場所、費用、情報、仲間、時間）が主で
あるので、行政と地域や団体が一体となって、それら
の改善を図っていくことが重要である。
２．方策的課題
（１）大きい潜在的ニーズを引き出す必要性
　調査によると実際に参加・活動している活動の述べ
件数は878件（一人当たり0.84件）であるが、「参加し
たい活動」は1737件（同1.6件）である。中でも「生産・
就業」などは、実際に参加している人は８％ほどであ
るが、希望者は3割弱にもなっている。このように潜
在的ニーズは大きいので、参加率を高めるための工夫
の余地もそれだけ大きいということである。
（２）活動の組み合わせの工夫を
　既にみたように団体活動への参加する理由は多様で
かつ複合的である。しかし、一人の人が多数の活動団
体や活動に参加することは困難なので、個々の団体の
活動が多様なものを組み合わせたもの、または、多様
あるいは複数の目的・目標をもったものにしていくこ
とが有効であると思われる。
（３）団体活動の運営面でのきめ細かい配慮を
　どのような活動なら参加したいかという問いに対し
ては、「参加が自由である活動」が最も多く、次いで
「人間関係が煩わしくない活動」、「初心者でも楽しめ
る」、「一人でもできる」、「年齢に関係なく楽しめる」、
「お金がかからない」などが続いている。これは、「活
動を知らない」、「気軽に参加できるものがない」、「活
動したいものがない」、「なんとなく面倒くさい」、「必
要な技術、経験がない」、「移動の手段がない」などの「参
加しない理由」と表裏の関係にあるものも多い。これ
らは運営面において、改善の余地が大いにあるもので
あるので、個々の団体活動の場面で、きめ細かな配慮
が求められる。
（４）地域に密着した活動の重視を
　「町内会、老人クラブなど地域を枠組みとした団体
の活動」や「生活環境改善活動」など、どちらかと言
えば地域に密着した活動への希望が高いという特徴が
－ 32 －
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みられた。やはり、気軽に参加できる、費用がかから
ない、移動手段の心配をしなくて済むなど、参加のし
やすさや、知り合いや友人がいるという面でも地域密
着型の活動を重視する必要があるといえる。これは、
広域の多様な活動を排除するということでは、もちろ
んない。
（５）通世代的・生涯をとおした活動の工夫を
　調査結果から直接導かれることではないが、多様な
活動の組み合わせの工夫に加えて、子供から青壮年期
の人も加えた、世代を越えた（通世代的）活動も重要
となると考えられる。それの意味は、一つは世代間交
流であり、もう一つは先に述べた生涯をとおした社会
参加活動の形成ということである。
　とりわけ世代間交流の意義は、「地域（社会）」が、
必ずしも人の成長や成熟に重要な社会教育的機能を持
ち得なくなってきている中で、それぞれの世代が互い
に影響しあうことにより、とりわけ女性の参加理由に
ある自己達成・成長のような教育的機能を、新しい形
で再編できる可能性をもっていることにある。
V．おわりに
　以上、簡単ではあるが、岩手県における高齢者の社
会参加の状況についてみてきた。昨今の研究動向から
若干の補足を加える。
　昨今の研究動向では、社会参加において、「社会的
孤立」防止の場としての機能が求められている（稲葉，
2013）。稲葉は、高齢者の社会参加に関する８つの調
査をもとに、高齢者の社会参加を捉える点として５つ
の注目すべき点を述べている。①高齢者の孤立は、若
年時・壮年時の社会参加状況と深く関連している、②
したがって、高齢者の社会参加促進策には高齢者だけ
ではなく、壮年者（男性40代、女性30代）を対象とし
た２段階の重層的な施策が求められる、③女性につい
ては30代の子育て期への対応も重要となる、④物理的
な道具的サポートだけでは不十分であり、精神的な情
緒的サポートも重要である、⑤日本の高齢者は家庭内
のサポートに大幅に依存し、その一方では近所づきあ
いを含めた家庭外での付き合いが希薄であり、家庭外
での社会参加の機会を構築する必要があるとしている
（稲葉，2013，p13）。これら指摘は、本稿での知見お
よび帰結とほぼ一致する。
　岩手県の状況について考えてみるならば、家族と同
居している高齢者が多いが、必ずしも家族と同居して
いることが、高齢者の生活にとってプラスに働いてい
るとはいえない状況がある。それは家族と同居してい
る高齢者の自殺率の高さにみてとれ、稲葉の指摘した
④と⑤につながる点であり、この点は岩手県における
高齢者と社会参加に関する課題として捉えられなけれ
ばならない。家族に依存的でありながら、家族と同居
していることが高齢者の情緒的サポートを得られるこ
とつながっているとはいえない状況にある高齢者を、
いかにして社会参加の場に足を運ばせるのかが課題と
なる。高齢者と社会参加について考えるとき、離脱理
論による役割との関係から、また生きがい創造との関
係から論じられることが、これまでの研究では多かっ
た。もちろん、これら要件も社会参加を考える上でと
ても重要な意味を持っているといえる。しかし、無縁
社会とも言われる今日、身近であり、誰にとっても共
有できる資源としての地域社会の場に、社会参加の機
軸を整えていくことが重要であり、その際、単一的な
目的のもとに場を設定するのではなく、生きがい、役
割等の目的と社会的孤立防止の役割などを有機的に接
続させながら社会参加の場を再構築することが求めら
れている。また、社会参加は、個人の意識・意欲、達
成感、姿勢、考え方などが重要な規定要因の１つとし
て作用していることも明らかであり、多様な目的・内
容と重層的な活動の場の形成には、学び・成長を含む
活動主体の主体性の向上が不可欠である。研究レベル
においても、そういった場の構築と活動主体の主体性
の形成についての新たな理論展開が求められている。
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